
８
月
25
日
、
訪
中
団
の
最
初
の

行
き
先
は
故
宮
博
物
院
で
し
た
。

あ
と
か
ら
思
い
出
し
た
方
向
感

覚
や
、
行
っ
た
場
所
の
位
置
か
ら

す
る
と
、
正
面
か
ら
入
っ
て
す
ぐ

左
へ
曲
が
り
ま
し
た
。

「
正
面
か
ら
入
っ
て
す
ぐ
左

へ
曲
が
っ
た
…
…
！　

ま
っ

す
ぐ
行
か
な
い
の
か
い
！
」

と
思
い
ま
し
た
。

ま
ぁ
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
左

へ
曲
が
っ
た
先
に
あ
っ
た
の
は
家

具
館
（
南
大
庫
）
で
し
た
。

家
具
館
に
入
る
と
、
ふ
ん
わ
り

と
良
い
香
り
が
し
ま
し
た
。
使
っ

て
い
る
木
材
が
紫
檀
と
か
黒
檀
と

か
、
良
い
香
り
が
す
る
も
の
だ
か

ら
だ
そ
う
で
す
。

狩
り
の
時
に
使
っ
た
折
り
た
た

み
式
の
椅
子
や
、
鹿
の
角
だ
か
骨

だ
か
で
作
っ
た
椅
子
が
あ
り
ま
し

た
。家

具
館
を
出
る
と
、
周
辺
に
は

人
通
り
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
写
真

を
何
枚
か
撮
り
ま
し
た
。

「
入
口
に
あ
ん
な
に
人
が

い
た
の
に
…
…
！　

こ

こ
、
人
気
が
な
い
場
所
な
の

中
国
百
科
検
定
青
年
代
表
団
に
参
加
し
て

中
国
百
科
検
定
青
年
代
表
団
に
参
加
し
て

故
宮
、
家
具
館
か
ら
北
出
口
ま
で

故
宮
、
家
具
館
か
ら
北
出
口
ま
で

…
…
？！
」

と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
正
面
か
ら
入
っ
て
真
っ

す
ぐ
来
た
場
所
あ
た
り
に
合
流
し

ま
し
た
。
や
っ
と
故
宮
ら
し
い
故

宮
で
す
！　

保
和
殿
を
覗
き
見
る

な
ど
し
な
が
ら
、
ど
ん
ど
ん
北
へ

北
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

途
中
で
お
土
産
屋
さ
ん
に
も
寄

り
つ
つ
、
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
る

う
ち
に
見
た
の
は
、
漢
字
の
横
に

満
州
語
が
併
記
さ
れ
た
扁
額
で
す
。

満
州
語
併
記
の
扁
額
は
、
内
廷
（
皇

帝
の
生
活
の
場
）
に
残
っ
て
い
る

太和殿太和殿

小
川
　
涼
子

ら
し
い
で
す
。
外
朝
（
皇
帝
の
公

務
の
場
）
の
扁
額
に
も
昔
は
満
州

語
が
併
記
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
で

す
が
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
今
は
残
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
北
へ
進
む
と
、
景
山
と

万
春
亭
と
観
光
バ
ス
が
見
え
ま
し

た
。
北
の
出
口
に
は
、
故
宮
の
見

学
を
終
え
て
出
て
く
る
観
光
客
を

待
ち
構
え
る
バ
ス
が
行
列
を
な
し

て
い
ま
し
た
。
バ
ス
チ
ケ
ッ
ト
を

売
る
人
と
、
ジ
ュ
ー
ス
を
売
る
屋

台
が
並
ぶ
道
を
通
り
抜
け
て
、
故

宮
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

※ 

満
州
文
字
に
つ
い
て

満
州
文
字
は
、
17
世
紀
初
頭
に
女
真

族
の
言
語
を
表
記
す
る
た
め
に
作
ら

れ
た
文
字
で
す
。
太
祖
ヌ
ル
ハ
チ
の
命

に
よ
り
、
ま
ず
無
圏
点
満
州
文
字
が
制

定
さ
れ
、
後
に
太
宗
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
時

代
に
圏
点
を
加
え
た
有
圏
点
満
州
文

字
（
従
来
の
表
記
に
加
え
て
文
字
の
横

に
点
や
丸
〈
圏
点
〉
を
添
え
て
、
満
洲

語
の
一
音
が
一
文
字
で
表
記
で
き
る

よ
う
改
良
）
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
モ

ン
ゴ
ル
文
字
を
基
に
し
て
い
る
た
め
、

縦
書
き
で
上
か
ら
下
へ
、
行
は
左
か
ら

右
へ
と
書
く
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
清
朝

の
公
用
語
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
が
、

漢
語
の
使
用
拡
大
に
伴
い
衰
退
し
、
現

在
で
は
満
州
語
と
共
に
話
者
・
使
用
者

が
極
め
て
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

家具館近くの通路家具館近くの通路

朱漆描金龍紋交椅朱漆描金龍紋交椅
狩りの時に使われた椅子狩りの時に使われた椅子

南大庫（家具館）南大庫（家具館）

大成右門　漢字と満州語が併記された扁額大成右門　漢字と満州語が併記された扁額
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までお問い合わせ下さい。

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
で
き
る
だ
け
外
部
の
講
座
、
学
習
会

な
ど
に
で
か
け
て
、
広
報
活
動
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に

新
聞
読
者
は
8
人
で
し
た
。

今
回
の
青
木
先
生
の
お
話
は
、『
黒

い
大
地
―
七
虎
力
開
拓
団
』
―
竹
内
登

良
雄
と
中
国
残
留
孤
児
進
一
の
人
生

―
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
し
た
。

内
容
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

一
九
三
五
年
1
月
3
日
竹
内
登
良

雄
は
生
ま
れ
た
。
現
在
91
歳
。
美
作
町

古
町
に
在
住
し
て
い
る
。
4
歳
の
時
に

渡
満
し
た
。

一
九
八
五
年
10
月
、
突
然
、
岡
山
県

庁
援
護
課
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
昭
和
20

年
8
月
15
日
旧
満
州
で
行
方
不
明
に

な
っ
た
弟
（
当
時
5
歳
）
と
よ
く
似
た

状
況
で
身
元
の
分
か
ら
な
い
孤
児
が

第
九
次
残
留
孤
児
訪
問
団
に
い
る
と

い
う
連
絡
が
入
っ
た
。
満
州
で
行
方
不

明
に
な
っ
た
弟
に
つ
い
て
は
、
戦
後
未

帰
還
者
と
し
て
登
録
し
て
い
た
が
、
昭

和
36
年
に
死
亡
宣
告
し
、
除
籍
し
て
い

た
。
し
か
し
、
日
中
国
交
回
復
後
、
中

国
残
留
日
本
人
孤
児
と
し
て
今
も
ま

だ
生
き
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
か
す
か
な
生
存
に
希
望
を
託
し
て
、

資
料
を
県
に
提
出
し
て
い
た
。
県
庁
へ

足
を
運
び
、
孤
児
の
資
料
を
見
せ
て
も

ら
っ
た
。
孤
児
の
少
年
期
の
写
真
（
中

国
の
養
父
母
が
撮
影
し
た
も
の
）
と
、

手
元
に
残
っ
て
い
る
弟
の
写
真
と
比

べ
て
み
る
と
誠
に
よ
く
似
て
い
た
。
ま

た
、
兄
が
二
人
、
姉
が
一
人
と
い
う
家

族
構
成
は
、
全
く
同
じ
だ
っ
た
。

満
蒙
（
七
虎
力
） 

開
拓
団
の
生
活

昭
和
7
年
、
日
本
政
府
は
、
中
華
民

国
よ
り
中
国
東
北
部
を
独
立
さ
せ
、
新

京
（
現
在
の
長
春
）
に
皇
帝
溥
儀
を
置

き
、「
満
州
国
」と
命
名
し
た
。
政
府
は
、

日
満
両
国
の
重
要
国
策
と
し
て
「
満
州

国
」
を
五
族
協
和
の
王
道
楽
土
と
す
る

こ
と
が
、「
日
中
紛
争
」
を
解
決
し
東

洋
永
遠
の
平
和
を
確
立
す
る
こ
と
で

あ
る
と
広
く
国
民
に
啓
蒙
し
た
。
昭

和
7
年
に
拓
務
省
が
10
年
間
に
10
万

戸
と
い
う
満
州
移
民
計
画
の
大
綱
を

作
っ
て
、
満
州
開
拓
が
始
ま
っ
た
。
そ

し
て
一
九
三
六
（
昭
和
11
）
年
に
は
広

田
内
閣
が
十
大
国
策
の
一
つ
と
し
て

「
百
万
戸
移
民
計
画
」
を
発
表
し
、
本

格
的
な
移
民
政
策
が
始
ま
り
、
約
23
万

人
の
開
拓
民
が
国
内
の
小
作
人
生
活

（
貧
困
生
活
）
か
ら
脱
し
、
新
天
地
満

州
に
夢
と
希
望
を
求
め
て
移
民
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
父
鐵
太
郎
も
新
天

青木 康嘉 氏　青木 康嘉 氏　　　

○ 夕刻 17 時 30 分～ 19 時までにお越し下さい。全体での開始時刻の設定はありません。終始ご自由にご歓談下さい。

○ レストランは後払いが可能です。お越しになられましたら、すぐにレストランの中で待機している当協会の会計までお
越し下さい。氏名等記名後還元金をお渡し致します。

還元金について：会員　1500 円（実質負担 800 円）　　　準会員　1000 円（実質負担 1300 円）
※会員・準会員以外の方も参加可能ですが還元

金は出ません。ただし、その場で当協会にご
入会いただくと、還元金をお渡し致します。

○ ご都合に合わせてお帰り下さい。
※ 19 時以降は会計は退席致しますが、19 時を

過ぎてもお食事はしていただけます。

岡山シティホテル ディナーバイキングへのお誘い岡山シティホテル ディナーバイキングへのお誘い

お問い合わせ・お申し込み先：japan_china@icloud.com　090-3927-5411（大月）

※ 岡山シティホテル厚生町のバイキングは、予約無しでもご利用いただけますが、還元金準備の都合上、上記
メールにてお申込み下さい。

主催　日中友好協会岡山支部（岡山市北区下伊福西町 1-53　民主会館内）

開催日　10 月 18 日（日）
会場　岡山シティホテル厚生町（岡山市北区厚生町 3-1-20）無料駐車場あり

これまで日中のイベントに参加する機会がなかなか取れなかった方、この機会に是非ご参加を！

バイキングは 2300 円ですが、会員の方には 1500 円を、準会員の方には 1000 円を還元致します。

日頃のご支援にお応えして日頃のご支援にお応えして

秋秋の大還元祭の大還元祭
第第
88
回
中
国
残
留
孤
児
は

回
中
国
残
留
孤
児
は

ど
う
し
て
生
ま
れ
た
の
か
？

ど
う
し
て
生
ま
れ
た
の
か
？

真
田
　
紀
子

標
記
の
会
が
8
月
16
日
（
日
）
の
14

時
か
ら
岡
輝
公
民
館
パ
ソ
コ
ン
ル
ー

ム
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
参
加

者
は
15
人
で
し
た
。
講
師
は
い
つ
も

ど
お
り
青
木
康
嘉
先
生
で
す
。

今
回
参
加
者
が
多
か
っ
た
の
は
、
岡

輝
公
民
館
で
の
学
習
会
「
大
東
亜
共
栄

圏
の
夢
と
現
実
」
に
私
が
参
加
し
て

い
ま
し
て
、
そ
の
場
で
チ
ラ
シ
を
配

布
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
影
響

し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
中
国
に
対

し
て
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
人
は
、

そ
れ
な
り
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
に
、
日

中
友
好
協
会
岡
山
支
部
の
新
聞
が
届

い
て
い
る
人
た
ち
の
範
囲
が
狭
い
と

地
を
求
め
て
満
州
へ
渡
る
決
意
を
し
、

一
九
三
七
（
昭
和 

12
）
年
に
持
っ
て

い
た
田
畑
や
山
を
売
っ
て
六
百
円
（
昭

和
12
年
当
時
）
の
資
金
を
作
り
、
父
と

叔
父
（
父
の
弟
）
の
角
治
と
二
人 

で

開
拓
団
の
先
遣
隊
と
し
て
渡
満
し
た
。

一
九
三
九
（
昭
和
14
）
年
に
、
父
た
ち

は
一
旦
帰
国
し
た
。
角
治
は
大
陸
の
花

嫁
を
募
集
し
、
結
婚
し
た
。
私
達
家
族

（
母
、
姉
、
私
、
弟
）
は
、
父
に
連
れ

ら
れ
て
4
月
に
渡
満
し
た
。
登
良
雄

は
そ
の
時
、
ま
だ
4
才
だ
っ
た
。
夕

暮
れ
に
三
江
省
樺
川
県
の
閻
家 

（
え
ん

じ
ゃ
） 

駅
に
着
い
た
。
閻
家
か
ら
私
達

の
七
虎
力
開
拓
団
ま
で
約
20
キ
ロ
離

れ
て
い
て
、
広
い
大
地
の
中
を
馬
車
で

揺
ら
れ
て
行
っ
た
。
七
虎
力
開
拓
団

は
、
登
良
雄
達
の
美
作
郷
を
は
じ
め
岡

山
郷
な
ど
出
身
地
ご
と
の
八
つ
の
郷

で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
は
長
方

形
の
土
塀
に
囲
ま
れ
て
一
つ
の
村
の

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

 

逃
避
行
と
弟
進
一
の
行
方
不
明

一
九
四
五
（
昭
和
20
）
年
8
月
9
日

の
ソ
連
参
戦
で
、
平
和
だ
っ
た
満
州
北

部
は
一
変
し
て
戦
火
の
中
に
巻
き
込

ま
れ
た
。
開
拓
団
で
は
そ
れ
ま
で
ソ
連

軍
が
侵
攻
し
て
く
る
と
は
全
く
予
測

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
翌
日
に
急
遽

18
才
か
ら
45
才
ま
で
の
男
子
の
兵
役

経
験
者
と
徴
兵
対
象
者
に
動
員
命
令

が
出
て
応
召
さ
れ
た
。
10
日
に
本
部
に

集
結
せ
よ
と
い
う
命
令
が
入
り
、 

急
遽

荷
物
を
ま
と
め
大
車
に
積
み
込
み
、
住

み
慣
れ
た
村
を
後
に
し
た
。
11
日
に
本

部
に
集
結
し
た
。
会
議
の
結
果
、
五
百

人
ほ
ど
の
団
員
全
員
で
決
戦
体
制
を

敷
き
、
本
部
を
死
守
す
る
方
針
が
決

ま
っ
た
。
13
日
に
、
関
東
軍
が
作
戦
を

変
更
し
、
三
江
省
を
ソ
連
に
空
け
渡
す

の
で
、
ハ
ル
ピ
ン
方
面
に
避
難
せ
よ
と

命
令
が
出
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
、
最

後
の
列
車
は
出
て
し
ま
っ
て
い
て
、
列

車
で
の
避
難
は
不
可
能
と
な
り
、
歩
い

て
ハ
ル
ピ
ン
へ
向
っ
た
。
闔
家
（
え
ん

じ
ゃ
）
駅
付
近
に
は
、
4
つ
の
開
拓
団

（
中
川
・
読
書
開
拓
団
ら
） 

は
武
装
し

て
先
に
出
発
し
て
い
て
七
虎
力
開
拓

団
が
最
後
に
な
っ
た
。
竹
内
一
家
は
、

14
日
の
夕
方
頃
、
各
郷
単
位
で
、
必
要

な
荷
物
を
馬
車
に
積
ん
で
出
発
し
た
。

本
部
か
ら
6
キ
ロ
ほ
ど
の
所
で
夜

明
け
を
迎
え
、
ゆ
る
や
か
な
丘
を
越
え

る
と
敵
（
現
地
の
農
民
や
囲
賊
）
の
開

拓
団
へ
の
襲
撃
が
始
ま
っ
た
。
激
し
い

銃
撃
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
道
路
に

は
50
台
を
超
え
る
馬
車
が
1
キ
ロ
近

く
列
を
な
し
て
い
た
が
、
七
虎
力
開
拓

団
は
完
全
に
敵
に
包
囲
さ
れ
た
。
敵
の

銃
弾
は
す
さ
ま
じ
く
、
母
た
ち
は
激
し

く
応
戦
し
、
竹
内
の
姉
弟
4
人
は
溝
の

中
で
か
た
ま
っ
て
い
た
。
正
午
に
は
大

豆
畑
に
這
い
上
が
っ
て
、
そ
こ
で
登
良

雄
ら
姉
弟
4
人
は
寝
込
ん
で
し
ま
っ

た
。
姉
は
、
5
才
の
弟
が
迷
子
に
な

る
の
を
心
配
し
て
用
心
の
た
め
手
を

負
い
紐
で
縛
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

登
良
雄
が
目
を
覚
ま
す
と
、
弟
が
い
な

い
。
こ
の
時
ま
だ
、
母
の
元
へ
行
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
た
。
自
分
た
ち
の
所

に
も
死
が
迫
っ
て
い
る
事
を
感
じ
た
。

母
に
弟
の
事
を
告
げ
て
銃
弾
が
飛
び

か
う
中
を
竹
内
家
族
は
必
死
で
付
近

一
帯
を
探
し
た
。
竹
内
家
族
に
と
っ
て

非
常
に
つ
ら
く
厳
し
い
選
択
だ
っ
た

が
、
母
は
こ
の
ま
ま
で
は
全
員
死
亡
し

て
し
ま
う
と
判
断
し
、
美
作
郷
の
人
達

と
の
行
動
を
優
先
し
た
。


